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研究成果の概要（和文）：本研究は、近現代のドイツ政治外交史を、外交路線の「伝統」と「革新」という視角から再
検討したものである。たとえば研究代表者の板橋は、西ドイツ初代首相のコンラート・アデナウアーによる「西側結合
（Westbindung）」路線の歴史的基盤を分析し、「西側結合」路線が、それ以前のドイツ外交の「中欧」路線や「勢力
均衡」路線の否定であることを明らかにした。本研究の成果は多岐にわたるが、たとえば板橋による『アデナウアー―
現代ドイツを創った政治家』（中公新書、2014年）などがある。

研究成果の概要（英文）：In order to (re-)examine the history of modern German foreign policy, we 
considered how the "traditions" were perceived or conceptualized by policy makers. Itabashi especially 
analyzed the historical basis of Konrad Adenauer's foreign policy ("Westbindung"), and found out that the 
"Westbindung" was a counter-concept of former "traditions" such as "Mitteleuropa"(Central Europe) or 
"Gleichgewicht"(balance of power). We published a number of books and articles, e.g. Adenauer-biography 
(Tokyo, 2014) by Itabashi.

研究分野：ヨーロッパ政治史

キーワード： 政治学　国際関係論　外交史　西洋史　ドイツ
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者の板橋は、近代ドイツの外交路

線の一潮流である「中欧（Mitteleuropa）」構

想の研究と、第二次大戦後のドイツ連邦共和

国（西ドイツ）の国是とされる「西側結合

（Westbindung）」路線の研究に従事してきた。 

かかる研究を通して気付いたのは、ドイツ

政治外交史における「伝統（Tradition）」の

重要性である。つまりドイツでは、自国の外

交路線の歴史的「伝統」に対する意識および

概念化が、ハイレベルの外交政策決定過程か

ら、ジャーナリズムや世論における外交論議

にまで、深く影響を及ぼしているのである。 

重要なことは、かかる概念化された「伝統」

が実体化し、続く時代の外交政策論議におい

ても影響を及ぼす点である。それゆえ、近代

以降のドイツ政治外交史の大きな流れを把

握するには、概念化されたドイツ外交の「伝

統」の内実を明らかにすること、そして、そ

の「伝統」が後の時代の外交政策にいかなる

影響を及ぼしているかを明らかにすること

が求められる。 

以上の着想から、本研究は、「伝統」と「革

新」という視座から、近現代のドイツ政治外

交史の巨大なうねりを描くことを試みた。 

そうした作業にあたり、ドイツ政治外交史

研究の深化の必要性を常日頃感じ、定期的に

相互対話を行ってきた同世代の板橋拓己、飯

田洋介、妹尾哲志、葛谷彩、河合信晴、北村

厚（全員がドイツ政治外交史の領域で博士号

を取得）が、研究のインフラ整備とドイツ政

治外交史の全体像の提示するための研究グ

ループを組織した。本研究は、そうした日本

における若手のドイツ政治外交史研究者の

ネットワークによる、共同研究の試みである。

「伝統」と「革新」という視座も、相互対話

から生まれたものに他ならない。 

 

２．研究の目的 

本研究は、近現代のドイツ政治外交史を、

あくまで史料の実証的分析に基づきつつ、外

交路線の「伝統」と「革新」という視角から

再検討しようとするものである。本研究の目

的は次の二つである。 

（1）ドイツ外交に関する重要史料を収集・

整理し、史料情報を研究状況とともに紙媒体

及びウェブ媒体で公開することによって、ド

イツ政治外交史研究のインフラを整備する

こと。 

（2）上記の史料研究を基盤にして、「伝統」

と「革新」をキーワードに、近現代のドイツ

政治外交史を体系的に把握する視座を獲得

すること。 

 

３．研究の方法 

本研究の基本的な研究方法は、①重要一次

史料・二次文献の収集・整理・公開、②個別

研究の深化、③各研究の比較・総合である。

なかでも本研究の特色は、少人数の組織によ

る緊密な情報交換と相互対話である。ウェブ

を通じた日常的な意見交換はもちろん、全員

が集まる研究会合を年 2回、計 6回行った（開

催場所はすべて成蹊大学）。 

組織内での各人の役割分担は、担当する対

象時代順に並べると、次の通りである。 

（1）飯田洋介（研究分担者）は、19 世紀後

半のビスマルク外交を象徴する「勢力均衡

（Gleichgewicht）」の内実を、のちのヴィルヘ

ルム時代の「世界政策（Weltpolitik）」におけ

る変容も視野に入れて検討した。 

（2）北村厚（研究協力者）は、ヴァイマル

共和国時代のシュトレーゼマンの「協調」外

交について、東西間の「ブランコ外交」とい

う批判も視野に入れて検討した。 

（3）板橋拓己（研究代表者）は、第二次大

戦後の西ドイツにおけるアデナウアーの「西

側結合（Westbindung）」外交における「伝統」

と「革新」の様相を検討した。 

（4）妹尾哲志（研究分担者）は、1960 年代

後半から 70 年代にかけてのブラントによる



「東方政策（Ostpolitik）」における「伝統」

と「革新」の様相を検討した。 

（5）葛谷彩（研究分担者）は、20 世紀ドイ

ツにおける外交論、とくに知識人・ジャーナ

リストらによる「外交論壇」のなかの「伝統」

と「革新」の位相を検討した。 

（6）河合信晴（研究協力者）は、東ドイツ

外交の「特殊性」を検討した。 

 

４．研究成果 

（1）平成 24年度の研究成果 

①研究会での理論枠組みと論点の共有。2012

年7月21日に第1回全体研究会合を開催し、

研究代表者の板橋が「伝統」と「革新」をめ

ぐる先行研究を整理し、理論枠組みを提示し、

論点の共有を図った。次いで、2013 年 3 月

23 日に第 2回全体研究会合を行い、研究代表

者の板橋と分担者の葛谷彩が全体の枠組を

意識しつつ、個別報告を行い、論点を深めた。 

②史料の収集と発信。研究代表者・分担者が

協力して、ドイツ政治史関連の史料を収集し

た。とくにアデナウアー関連史料については、

上述の第 2回研究会合において、体系的にリ

ストアップした。 

③研究拠点の整備とネットワークの形成。と

くに、研究メンバー全員が参加するメーリン

グ・リストとオンライン・ストレージを立ち

上げ、史料や情報の共有を図った。 

④個別研究の深化。上記のように全体の問題

意識をすり合わせつつ、各人が個別の研究を

深化させた。たとえば、研究代表者の板橋に

よる「『西洋の救済』（１）」（成果・論文⑫）

は、本研究にとっても重要な位置を占める。

また、分担者の飯田と妹尾が参加した『欧米

政治外交史 1871～2012』（成果・図書⑩）も

貴重な成果である。 

 

（2）平成 25年度の研究成果 

①2013 年 8 月 27 日および 14 年 3 月 22 日に

第 3 回および第 4 回全体研究会合を開催し、

飯田「新航路政策にみるドイツ外交の「伝統」

と「革新」」と妹尾「ブラントの「東方政策」

と対ポーランド関係」、および北村「シュト

レーゼマン外交における「伝統」と「革新」」

の研究報告と全体討論を行い、論点を深めた。 

②史料の収集と発信。とくに基本資料とアデ

ナウアー関連資料については、整理して研究

会ウェブサイトに掲載した。 

③研究拠点の更なる整備とネットワークの

形成。上述のように、文献情報などをアップ

するウェブサイトを立ち上げた。また、日本

国際政治学会やドイツ現代史研究会などで

メンバーが積極的に研究成果を公表した。 

 

（3）平成 26年度の研究成果 

①2014 年 10 月 4 日に飯田の研究報告を中心

に、ビスマルク時代のドイツ外交について議

論した。また、2015 年 3 月 22 日には本研究

の成果の一つである北村『ヴァイマル共和国

のヨーロッパ統合構想』の合評会を行った。 

②史料の収集と発信。たとえば板橋は、2015

年 3 月 に コ ブ レ ン ツ の 連 邦 文 書 館

（Bundesarchiv）に赴き、外相ブレンターノ

の文書を中心に、アデナウアー時代に関する

史料を収集した。また、ウェブサイトの文献

リストも拡充した。 

③研究成果の公表。最終年度として、各人が

研究成果の公刊を開始した。特筆すべきは、

北村『ヴァイマル共和国のヨーロッパ統合構

想』（成果・図書⑧）、板橋『アデナウアー』

（同⑦）、飯田『ビスマルク』（同②）、河合

『政治がつむぎだす日常』（同①）と、本研

究会メンバーから4冊の単著が刊行できたこ

とである。 
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